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アトリウムは現代でこそガラスなどに覆われた大規模な室内型の内部空間を意味するが、古代ローマ時

代から存在し, 規模や性格は異なれども常に内部と外部をつなぐ役割をもってきた. 本研究では, アトリウ
ムのその内の要素と外の要素が混在した, M.J.ベドナーが言うところの「内外の同時性」に着目し, 様々な
アトリウム空間を分類し考察する. 
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１．序章 
	 

(1) 研究の背景と目的	 
	 アトリウムは本来古代ローマの住宅の居間兼中庭を示

す名称であった.	 現代ではガラスなどに覆われた大規模

な室内型の内部空間を意味し,	 その役割は建築と都市の

中間領域を作り出す公共空間として大きな役割を担って

いる.	 そのような現代アトリウムに関して,	 『商業空間

とアトリウム』の著者M.J.ベドナー(以下ベドナー)は以

下のように言及している.1)	 

	 “17世紀と20世紀との間の最も劇的な差異は公共空間

自身の性格と質であろう.	 屋根にかかるガラス技術によ

って,	 体験的には室内であるにも関わらず,	 認知的には

戸外であるような場所がつくられるようになった.	 その

ような場所は内であると同時に外であり,	 閉じられてい

ながら開放されている.”	 

	 ベドナーは,	 これを“内外の同時性(perceptual	 

simultaneity)”として,	 覆われながらも直接的に内外を

認識できるという特徴をこの同時性の理由としている.	 

しかし,	 この観点だけではアトリウム空間の内外の同時

性は説明出来ない.	 

	 次章で詳述するが古代ローマ時代からアトリウム空間

は規模や性格は異なれども,	 常に内部と外部をつなぐ役

割を持ってきたという背景を持つ.	 近•現代のガラスの

吹き抜け空間だけでなく,	 アトリウムと呼ばれてきた空

間は内の要素と外の要素が混在した空間で,	 内外の同時

性を持ち得ていたと考えられる.	 

本研究はアトリウムの特性である,	 この内にいながらも

外のように感じる内外の同時性の表出の多様性について,	 

アトリウムの包囲面の構成技法から明らかにし,	 古代か

ら現代に至る間に創出されたアトリウム空間を類型化す

ることを目的とする.	 

	 

(2) 研究の位置づけ	 
	 アトリウムの既往研究は,	 大きく２つに大別される.	 

アトリウム内の温度や安全性など環境工学的な視点のも

のと建築学的なものである.	 後者の論文の多くがアトリ

ウムの社会的役割を利用評価2)や空間構造3)から考察して

いるものだ.	 アトリウム空間の特性である,	 内と外とい

う視点を持ち,	 現代のアトリウムだけでなく,	 それ以前

のアトリウムも含めた分類学的研究はこれまでにない.	 

本研究によって,	 アトリウム空間を内と外という新しい

視点をもとに評価や設計指針の議論を行なえる,	 という

点に研究の意義がある。	 

	 

(3) 研究の構成と方法	 
	 まず本研究の対象となるアトリウムの選定と古代ロー

マ時代から続くアトリウム空間を整理し,	 内と外の要素

が混在してきたことを確認する.	 次にベドナーが言うと

ころの「内外の同時性」を記述するための指標を考案す

る.	 それらを用いて,	 選定したアトリウム空間それぞれ

を分類学的アプローチによって類型化し,	 それぞれの特

質について考察する.	 

	 



	 
	 

２．対象とするアトリウム	 

	 

	 まず古代ローマ時代から続くアトリウム空間を整理す

る為に,	 アトリウムの歴史的変遷を記述している①アト

リウムの環境設計	 日本建築学会編	 彰国社4)	 ②アトリウ

ムの計画デザイン	 建築技術編5)	 ③The	 New	 Atrium	 

M.J.bedner	 6)の上記３冊の書籍にて掲載されているアト

リウムをピックアップした.	 112事例あったアトリウム

空間の中で,	 図面や写真などを入手でき,	 分析可能な32

事例を対象とする.	 これらのアトリウムを４つの時代に

分け,	 それぞれのアトリウムの役割,	 当時の内と外の象

徴的意味を説明する.	 

	 

(1) 先史•古代ローマのアトリウム	 
	 古代ローマ時代,	 住宅入り口近くの半屋外空間がアト

リウムと呼ばれていた.	 このアトリウムは,	 玄関ホール

のような空間で,	 パブリックな生活の中心であった.7)	 

	 また入り口奥の方に位置する列柱に囲まれた中庭であ

るペリスタイルも住宅内の半屋外空間であり,	 両者とも

に日の光や雨水を取り込むという点で外部を取り入れた

内部空間と考えられる.	 

	 代表例としてパンサの家やベッティの家などがあげら

れる.	 

	 

(2) 教会の前庭•中庭のアトリウム	 
	 初期キリスト教時代になると,	 それまで住宅内の半屋

外空間であったアトリウムが外と内を緩やかに結ぶ空間

として都市空間と教会の間にも用いられた.8)	 

	 代表例として聖アンブロジオ教会,	 旧サンピエトロ教

会などがあげられる.	 聖堂と入り口の間にアトリウム空

間が存在する.	 

	 

(3) ルネサンス期のアトリウム	 
	 ルネサンス期は古代ローマ建築の研究がなされ,	 当時

の再現が試みられていた.9)	 また都市化が急速に進んだ

時代でもあり,	 高密度化した都市に建物を設計する際に

採光や通風の役割をもったアトリウムを有効な手段とし

てつくられていたと考えられる.	 

	 代表例としてpallazzo	 farneseやパラッツォ•メディチ

などがある.	 

	 

(4) 近代•現代のアトリウム	 
	 近代では,	 鉄とガラスが広く建築につかわれるように

なり,	 光溢れる大空間が数多く生み出されるようになる.	 

いずれの空間もアトリウム空間に面する店舗や住宅,	 あ

るいは公共施設なとをまとめ複合建築としてつくりあげ

られるようになった.	 例えば,	 パサージュやガレリア,	 

アーケードなどが挙げられる。	 

	 その後,	 一時は耐火上の問題で消失していったアトリ

ウムだが,	 アトランタのハイアットリージェンシーホテ

ルの登場によってガラス屋根に覆われた巨大吹き抜け空

間が新たなブームとなる.	 室内にいるにも関わらず,	 外

のようなスケールを持つことや天候に左右されず外部を

認識できるという点が「内外の同時性」を表出している.	 

	 

	 以上の対象のアトリウムを表にまとめたものが表-1で

ある.	 次章でそれら対象のアトリウムを類型化するため

の指標を説明する.	 

	 

	 

３．アトリウム空間包囲面の構成要素とその指標

化	 

	 

(1) アトリウム包囲面の構成	 
	 まず,	 アトリウムを包囲する天井(開口型も含む)なら

びに壁面をアトリウム包囲面と定義する(地面は除く).

包囲面において,	 アトリウム空間を外部化する性質をも

つ要素,	 内部化する性質をもつ要素の構成比に注目し,	 	 

「内外の同時性」という観点から,	 アトリウム空間を表

形分類学的に類型化する.	 表形分類学とは数値分類学と

も言い,	 生物の全体的類似性を定量的に表現して分類す

る分類学の一つの手法である.	 アトリウム空間を数量的

に比較するため,	 包囲面の構成要素の分類と指標化が必

要となる.	 

	 

(2) アトリウム空間を外部空間化する要素とその指標	 
a)対外部空間接合面と外部情報透過率	 

	 アトリウム包囲面が外部空間に直接接しているか,	 も

しくは,	 ガラスなどの透過壁などによって外部空間を認

識できる部分を,	 対外部情報接合面と定義する.	 図-2の

左側面のガラス面がそれにあたる.	 また,	 対外部情報接

合面の面積が包囲面積に占める割合を,	 外部情報透過率

(%)とする.	 外部情報透過率が大きいほど,	 アトリウム

空間が相対的に外部空間化されているとみる.	 図-2の

IBMガーデンプラザは外部情報透過率が55％であり,	 ア

トリウム空間を大きく外部空間化しているとみる.	 
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図-1  外部情報量の概念図 図-2	 IBMガーデンプラザ 



	 
	 

b)外皮相表出面と表出面積率	 

	 アトリウム包囲面のうち,	 通常,	 外部空間にて見受け

られるような素材やドア•窓などで構成された,	 いわば

外壁状をなす部分を外皮相表出面と定義する.	 図-4の側

面がそれにあたる.	 外皮相表出面の面積が包囲面積に占

める割合を,	 外皮相表出面積率(%)とする.	 外皮相表出

面積率が大きいほど,	 アトリウム空間が相対的に外部空

間化されているとみる.	 図-4の新宿NSビルの外皮相表出

面積率は91％であり,	 アトリウム空間を大きく外部空間

化しているとみる.	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

(3) アトリウム空間を内部空間化する要素とその指標	 
a) 内皮相表出面と表出面積率	 
	 アトリウム包囲面のうち,	 通常,	 内部空間で見受けら

れるような素材や仕上げなどで構成されている部分,	 ま

たはその外側からの視線や移動が遮蔽されている部分を

内皮相表出面と定義する.	 内皮相表出面の面積が包囲面

積に占める割合を,	 内皮相表出面積率(%)とする.	 内皮

相表出面積率が大きいほど,	 アトリウム空間が相対的に

内部空間化されているとみる.	 

	 

(4) 隣接回廊面積率	 
	 アトリウム空間は,	 ただ１枚の壁面によって外界から

包囲されているとは限らない.	 過去の事例をみても,	 ア

トリウム空間に接して回廊のような中継的空間が設けら

れている場合も少なくない.	 そこで,	 アトリウム包囲面

に回廊が隣接している場合,	 回廊の立面積相当が包囲面

積に占める割合を隣接回廊面積率(%)とする.	 この回廊

の存在がアトリウムを内部•外部空間化するという判断

は,	 アトリウム空間側から見た回廊の奥壁が内皮相•外

皮相のいずれを表出しているかによると考えることとす

る.	 回廊の意匠それ自体もアトリウムの内部•外部空間

化に関与すると可能性を否定出来ないが,	 その点の検討

は今後の課題とする.	 

	 

(5) アトリウム空間のプロポーションとその指標	 

	 アトリウム空間では,	 包囲面がつくる立体的な空間が

極端な高さをもっていれば,	 それは通常の屋内空間とは

異質であるという意味において,空間は外部化されてい

るとみなすことができる.	 

	 また,	 空間の内部化・外部化に直接影響するとみなす

ことはできないが,	 底面積と高さとの関係は,	 アトリウ

ム空間それ自体を特徴づけるであろう.	 これをアトリウ

ム空間のプロポーションと呼ぶことにする.	 

	 アトリウム空間の高さをH,	 包囲面の底面積をSとす
るとき,	 アトリウム空間のプロポーションPを次のよう
に定義する.	 

P= / H 

	 Pが1に近ければアトリウム空間は立方体に近く,	 0に
近ければ筒状,	 1より大きくなるほどアトリウム空間が

皿状であることを示す.	 

	 

４．アトリウムの類型	 

	 

(1)アトリウムの定義と具体例	 

	 以上の第３章の指標を用いて,	 第２章で選定したアト

リウムを分析,	 類型化を行なう.	 

	 図面や写真を入手出来たアトリウム32事例の要素別に

まとめ,	 外部情報透過率,	 外皮相表出面積率,	 内皮相表

出面積率,	 隣接回廊面積率を縦棒グラフで示したものが

図-5である.	 

	 その包囲面の構成比から外部空間化する指標を赤で,	 

内部空間化する指標を青であらわした縦棒グラフが図-6

である.	 

	 この外部空間化の指標と内部空間化の指標の割合を内

外比とする.	 この内外比を横軸として,	 アトリウム空間

の高さHを縦軸としたおおまかな分布図が図-7である.	 
この図より内部性優位のアトリウム,	 外部性優位のアト

リウム,	 そして内部化と外部化の指標が混在するバラン

ス型のアトリウムに分類出来る.	 

	 また外部性優位のアトリウム,	 内部性優位のアトリウ

ム,	 バランス型のアトリウムの３つは,	 さらに高さHよ
って分類可能である.	 古い時代の事例との比較からすれ

ば,	 H=30-40mあたりまでのものに対し,	 	 近年の超高層
建築内のアトリウム(H=100m前後)は一線を画していると
言ってよい.	 

 
	 

５．考察	 

	 

	 内外比と高さの２軸でアトリウムを分類した際,	 大き

く３つに分類され,	 さらに６つのグループに分けること
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図-3	 外皮モデル 

図-4	 新宿NSビル 



	 
ができると考えられる.（グループ内に該当例が一つし

かないイリノイ州センターには特に言及しない）	 

	 またそれぞれのグループの中でも,	 主となる時代や内

と外の意味を有していると考えられるので以下で説明す

る.	 

	 

(1) 外部性優位のアトリウム	 
	 	 アトリウム包囲面の内外比のうち空間を外部空間化

する指標が多くを占めるものである.	 建物に入ったとい

う体験にも関わらず,	 大きく外部化された空間を認知す

るため内外のギャップが最も大きいアトリウムだと考え

られる.	 屋外が建築的につくられた空間といえる.	 

a) 外部性優位のアトリウム(中・高層型)	 
	 これらのアトリウムは,	 高さが40mを超えないもので,	 	 

近代,	 現代につくられたアトリウムが多く,	 多くがアト

リウム空間に面する店舗や住宅,	 公共施設などを一つの

空間にまとめた形態となっている.	 これらは人々が通過

する空間ではなく,	 集う空間となっていて,	 都市の中で

の憩いの公共空間といえる.	 

b) 外部性優位のアトリウム(超高層型)	 
	 こちらのアトリウムは高さが100m近いもので,	 近•現

代アトリウムといえる.	 代表例である新宿NSビルやフォ

ード財団ビルの設計意図から,	 オフィスという内と都市

空間という外を結びつけたアトリウムといえる.	 小倉は

雑誌新建築において「街のスケールを建物の内に導入す

ることで,	 外部と内部の連続的なスケール感を与えた」

という趣旨の設計意図を述べている10).	 ここでは超高層

建築においても,	 都市空間を内部空間に導入することで,	 

都会というビルの中にパブリックスペースをつくろうと

したことが特徴的であろう.	 

	 

(2) 内部性優位のアトリウム	 
	 包囲面が内部空間化する要素で占められているアトリ

ウムである.	 かつ,	 底面積に対して高さがあり	 (Pの値
が0に近い),	 高さを強調するような空間形態を持ってい

るところから,	 吹き抜けという空間形態がアトリウム空

間を非日常的な室内空間にしているといえる.	 

a) 内部性優位のアトリウム(中・高層型)	 
	 代表的なものとしてフランクロイドライト設計のラー

キンビルやグッゲンハイム美術館が属する.	 これらのア

トリウムは“The	 Gardner	 Museum”というボストンにあ

る美術館のアトリウムの空間概念から設計したと言われ

ている.11)	 これらのアトリウムは図書館や美術館などに

用いられており,	 プライベートの要素が強い空間となっ

ている.	 ライトのこれらの建築は騒々しい都会から切り

離したような内向きの建築であると言われるが,12)	 その

中にも天窓からの自然の光を差し込み外を意識している

ライトの有機的建築が伝わってくる.	 

b) 内部性優位のアトリウム(超高層型)	 
	 現代アトリウムの象徴とも言える,	 ハイアットリージ

ェンシーがこの好例である.	 これらのホテルの設計者,	 

ジョンポートマンは「人を引きつけ喜ばせたい」という

思いからこのアトリウムの設計を行なったと言われてい

る13).	 また,	 フランクロイドライトのグッゲンハイム美

術館から着想を得たともいう14)	 .	 本稿の関心にもとづい

て解釈すれば,	 グッゲンハイム美術館の内部性優位とい

う特質を引き継ぎながら,	 これに極端な高さを与えるこ

とで,	 新しい空間を創出したものと位置づけることがで

きる.	 

	 

(3) バランス型のアトリウム	 
	 空間を内部空間化する要素,	 外部空間化する要素,	 両

者が混在したアトリウムで,	 多くが回廊空間に囲まれた

中庭を有し,	 中・低層の空間となっている.	 これらのア

トリウムは二つに分類出来る.	 

a) 外部性優位のバランス型アトリウム	 
	 ルネサンス期のパラッツォなど,	 中庭型のアトリウム

がここに属する.	 今回、図面が入手出来なかったため、

図に載せることが出来なかったが,	 ライトが意識したと

言われる,	 The	 Gardner	 Museumもパラッツォであり,	 こ

のグループの系列にあるとみなすことができると考えら

れる.	 

b) 内部性優位のバランス型アトリウム	 
	 ブラッドベリービルやダラスシティホールなど,	 現代

アトリウムも存在するが,	 低層のものとしては,	 古代ロ

ーマや初期キリスト教時代のアトリウムがここに多く分

類される.	 当時の人々にとってアトリウムは,	 パブリッ

クの空間の中に取り込む外部であった.	 住宅においては

採光や通風のため,	 教会の前庭にとっては神聖な教会に

入るための入り口であった.	 

	 

	 以上を図-8にまとめた.	 上記の内容を踏まえ,	 それら

の設計の推移を系統的に考えてみたい.	 

	 まず,	 古代ローマや初期キリスト教時代のアトリウム

（内部性優位のバランス型アトリウム）から,	 それら古

代ローマ時代への回帰として研究が進んだルネサンスの

アトリウム,	 パラッツォ(外部性優位のバランス型アト

リウム)へと進化を遂げる.	 

	 	 内と外という象徴的な視点で進化の背景を考えると,	 

採光や通風としての役割を果たしたアトリウムが,	 中世

になると都市化が急速に進み,	 高密度化した都市に外部

空間を求め,	 建築に応用された.	 当時のパラッツォは貴

族などの住宅で流行したわけだが,	 都市化が進み限られ

た土地の中で,	 かつ大衆の暴動を恐れた貴族たちにとっ



	 
て,	 都市空間から直接みえるところではなく,	 住宅内に

スケールの大きい中庭のような外部空間をつくることで

外への思いを満たしたと考えられる.	 

	 近代•現代になると,	 パラッツォに屋根をかけたリフ

ォームクラブや,	 パラッツォの空間概念を意識したライ

トのグッゲンハイム美術館などのアトリウム(内部性優

位のアトリウム-中・高層型)へと発展を遂げる.	 

	 パラッツォの良さを残しながらも,	 屋根をかけること

で内の要素を増やしたこの空間形態は美術館や図書館に

応用された.	 都会の喧噪の中で、落ち着いた内を求めた

と考えられる.	 

	 さらに,	 そのグッゲンハイム美術館から着想を得たジ

ョンポートマンのハイアットリージェンシーのアトリウ

ム(内部性優位のアトリウム	 –	 超高層型)へと設計の連
鎖は続く.	 

	 これはそれらのアトリウムに高さを出し，非日常的空

間をつくりあげることで,	 空間を室内とは思えない空間

を創り出したと考えられる.	 このような空間を取り入れ

た動機は人を引きつけ喜ばせたいという高級ホテルに適

したアイディアからであった.	 前段の内部化から高さを

出す外部化により,	 大衆に魅力を感じさせ,	 その後のア

トリウム建築に大きな影響を与えたといえる.	 商業的要

素の強い変化であると考えられる.	 

	 現代アトリウムのブームの火付け役ともいわれる,	 ジ

ョンポートマンから辿っていくと,	 内と外という視点で	 

「内部性優位のアトリウム-超高層型」←「内部性優位

のアトリウム	 –	 中・高層型」←「外部性優位のバラン
ス型アトリウム」←「内部性優位のバランス型アトリウ

ム」という設計の連鎖を読み取ることができる.	 

	 

	 

６．結論	 

	 

(1)結論	 

①	 アトリウム包囲面の要素を内部空間化と外部空間化

という視点で指標化したことで,	 表形分類学的にアトリ

ウムを類型化するに至り,	 多様なアトリウム空間を系統

的に説明する可能性を示した.	 

②	 アトリウム空間の設計推移を内外の同時性という観

点からみると,	 古代ローマ時代の採光や通風という役割

を果たしたアトリウム(内部性優位のバランス型アトリ

ウム)から,	 都市化が進んだ中世にて,	 限られた土地の

中での外部空間としてのパラッツォ（外部性優位のバラ

ンス型アトリウム）に進化する.	 そして中世から近代に

かけて,	 パラッツォにガラス屋根をかけることで,	 都会

の喧噪とは隔絶されたプライベートの要素が強い,	 内部

性優位のアトリウム(中•高層型)が誕生する.	 現代にな

ると,	 内部性優位の特質を残しながらも,	 高さを出すホ

テルのロビーとしてのアトリウム(内部性優位のアトリ

ウム-超高層型)が誕生し,	 非日常的空間として内外の同

時性を強調するアトリウム空間を人々が楽しむようにな

った.	 

	 

(2)今後の課題	 

①	 実際のアトリウム空間は包囲面だけでなく,	 空間内

にある要素でも外部空間化,	 内部空間化されると考えら

れる.	 例えば,	 室内では通常見られないような大きな植

物などがそれにあたる.	 そうした要素も含め検討する必

要がある.	 

②	 構成要素が,	 アトリウムを外部空間化するか内部空

間化するかの指標のうち,	 とくに外皮相,	 内皮相をめぐ

る判断は,	 現時点では客観的ではない.したがって,	 本

稿での結論はあくまでも仮説的なものである.	 客観的判

断の枠組を検討する必要がある.	 
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表-1	 対象とするアトリウム 



	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

図-5	 要素別にみたアトリウム 

図-6	 内外比でみたアトリウム 



	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

図-7 	 内外比と高さのアトリウム分布図 

図-8 	 6つのグループにわけられたアトリウム 
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